業務委託に係る予定価格の事前公表の拡大及び入札書への入札金額内訳書の添付について
１　新たに予定価格の事前公表の対象となるもの
年間を通じて行う業務委託については、その予定価格を入札前に事前公表していますが、「年間を通じて行う業務委託以外の業務（単発・臨時的業務）」についても、平成２０年４月１日以後に入札公告を行う案件から、その予定価格を事前公表します。

なお、予定価格の事前公表は、次の⑴から⑶のすべての要件に該当する契約（特定調達契約（ＷＴＯ案件）は、⑶の要件を除きます。）を対象としています。
⑴　一般競争入札に付するもの

⑵　電子入札を行うもの

⑶　入札参加資格の確認を入札（開札）後において行うもの（入札後資格確認型一般競争入札）

２　予定価格の事前公表の方法

広島市調達情報公開システムの「入札・見積り詳細情報」に表示するほか、入札公告にも同様に記載します。

入札公告（写し）は「入札・見積り詳細情報」の画面において、添付資料として表示します。

３　入札金額内訳書の添付

予定価格を事前公表する業務委託の入札案件については、入札書の提出の際に、入札金額内訳書（入札金額の積算内訳を明らかにした書面）を併せて提出しなければなりません（電子入札システムで入札する場合は、入札書に関する情報を送信する際に、ファイルで添付することになります。）。

この場合において、入札金額内訳書を提出していない入札は、無効となります。













